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(以上《Introduction : Methode.l. Le vetement ecrit.》並びに《I.Le code vesti-


































































































































































































Sa モード雑誌の文章術 Se (世界の表象)






































































































































































































































My: Mythologies, Seuil, (Points) , 1970.
EC: Essais critiques, Seuil, 《Points》 , 1971.
SM: Syst&me de la mode, Seuil, 1967
GV: Le Grain de la voix, Seuil, 1984
1) 「ロラン・バルト:記号と倫理-神話学、その理論的諸問題」 『文化』第54巻、第1・2号、東北大
学文学会、 1990。
2) 「衣服の歴史と社会学」 ( 《Histoire et sociologie du vetement》,Annales, 12eann由, no 3, juillet-
septembre, 1957, p.431. )
3) Art. cit., ibid., pAS4.
4)実証主義的な社会学というよりは、社会の構造論的分析と言うべきであろう。バルトは「社会学」に
対して「社会-論理学」と言う表現を試みているO 《Sociologie et socio-logique. A propos de
deux ouvrages recents de Claude Levi-Strauss》 , Information sur les sciences sociales, vol.
41, no 4, nouvelle sfirie, 12/1962. (in L'Aventure s&miologique, Seuil, 1985. )
5) Art. cit., ibid., pp.434-435.
6)注4参照。
7)新たに週刊となった『レットル・ヌーヴェル』誌の第1号(Lettres nouvelles, nouvelle serie
hebdomadaire, 1, 4mars1959)から第8号まで連載、間をおいて第28号(22novembrel959)
に最後となる9番目の「ミトロジー」が掲載されたo (「スキャンダルとは何か」 「映画、右翼と左翼」
「食堂車にて」 「円卓会議」 「家庭編み物」 「職業の選択」 「動詞etreの-用法について」 「悲劇と高遠さ」
「二つの展示会」)
8) 《Les deux salons》 , Lettres Nouuelles, ed. cit., no 28, 4novembre 1959.
9) 《La nouvelle Citroen≫ , Mythologies.














16) 《L'imagination du signe≫ , Arguments, 27-28, 1963. (in Essais Critiques.)
17)記号の「イデオロギー素」と「意味」の神学的地位についてはJulia KRISTEVA, 《Le sens et la
mode》 , Critique, 247, decembre 1967.
18)証明的役割を持つというのは、即ち、換入テストにおいて比較される二項が示差的であるか否か、つ
まり意味構成にとって関与的であるか否かを明らかにする証明の機能を持っということであろう。




land Barthes, Oxford University Press, New York, 1983.




《diffsrenciation》の相違についてはGilles DELEUZE, 《A quoi reconnaiトon le structura-









る。 《Lavoiture ,laprojectiondel'ego≫ ,R'ealife, 123, octobre1963.また、食物についても
書いているが、それは単に神話学的分析ではなく、構造分析の試みである。 《Pour une psych0-
sociologie de l'alimentation contemporaine) , Annales, septembre-octobre, 1961(
26) 「機能-記号」については、 『モードの体系』、 19.ll, p.266以下Oまた、 Jean BAUDRILLARD,








論と実践)が一緒に結びっいて見られる」 (Louis-Jean CALVET, Roland Barthes : un regard
pohtique sur le signe, Payot, 1973. )
29)表象されたモード、ついで書かれたモードの選択は、バルトによる衣服研究の三つの段階に対応して
おり、それは、研究の進展に応じて発表された三つの主要な論文に明確に現われている。 「衣服の歴史












































り返す言語」 《un langage qui se retourne sur lui-meme》 ( 《Entretien sur la theorie》 VH
101, 2, 1970, p.6) -にある。
(1991年10月17日受理)
